観光交流空間づくりモデル事業計画書


この記入例はあくまでも例であり、実際の事業計画書においては、　　　　【様式１-１】

各地域の具体的状況、事情、方針等を明解に記載してください。　　　　　　　　　　　
（１）計画策定者等
	協議会名称
	○○地域広域連携観光交流推進協議会

	計画書名
	○○地域観光交流空間づくりモデル事業計画書

	計画策定年月日
	平成○○年○○月○○日

	計画対象地域
	○○県○○市、△△県△△町、・・・・

	協議会構成員
	○○大学（△△教授）、○○トラベル（営業部長）、

○○協会（会長）、○○市（○○部長）、○○町（○○部長）、…



	連絡先
	〒○○○－○○○○

〔住所〕○○○○○○○○○○○○

〔連絡担当者氏名〕○○○○○

〔電話番号〕　○○○○－○○○○－○○○○

〔ＦＡＸ番号〕○○○○－○○○○－○○○○

〔メールアドレス〕

	〔位置図〕（既存の地図をコピーして貼り込んでも構いません。計画対象市町村の範囲を表示してください。）
[image: image1.bmp]



【様式１-２】

（２）基本構想

	①観光戦略（地域の資源を活かし、訪れる人々を迎え入れるための戦略で、地域の取組みの方向付けとなるもの）

	（ア）地域の観光の現状と主要な観光資源の整理

	【地域の観光の現状】

　対象地域は、かつて林業の盛んだった地域で、現在は町村毎に温泉を掘削し、日帰り入浴施設が整備されている。地域全体では、現状の観光入込み調査で、宿泊観光客数○千人、日帰り観光客○○千人が来訪している。

　主に宿泊観光客は、宿の食事と温泉を目的に訪れており、日帰り観光客は温泉と地元の直売品を求めて来訪している。

　宿泊施設は○○町、△△村では行政が整備し、地元住民の料理開発などによって、特色ある施設運営が行われている。

　この他、この地域では最高峰の○○岳の登山口となっており、夏季は登山客で賑わう地域である。

　しかし、近年は、周辺地域でも温泉施設の整備が進み、入込みが分散し、各施設で当初の入込み目標を下回る年が続いている。



	【主要な観光資源の状況】…特色のある観光資源については分布図を別途添付し表示する

　本地域には、国際的、全国的に誘客が可能な観光資源はないが、自然資源として、地方レベルで誘客している○○岳が知られている。

　歴史文化資源としては、江戸時代に材木商を営んだ○○氏関連の建物や資料が残されており、これらは近年地域の歴史を探訪する中高年層の間で新たな対象として認識されてきている。

　観光的に整備されたものとしては、各町村の温泉施設があり、これらは連携して巡れる“巡り券”を発行しており、入浴客に好評である。



	（イ）期待される主要な観光客の特性（観光客層）

	【誘致圏】（どこから来るか：地元、近隣都市、地方、海外、など）
	【何を求めてくるか】（自然探訪、歴史探訪、癒し、歓楽、体験、学習・教養、イベントや祭り、など）
	【どんな旅行形態か】（家族連れ・少人数グループ・一般団体・学校団体・カップル、など）
	【滞在のしかた】（日帰り、１～２泊、長期滞在、等）

	　

· アジア各国


	　

・初めての雪景色

・初めての温泉体験


	　

・パックツアー客


	　

・２～３泊



	・　関東圏


	・山間の四季移り変わる景観

・野趣あふれる温泉
	・50代以降の夫婦

・女性グループ
	・長期滞在




【様式１-３】
	①観光戦略（つづき）

	（ウ）観光交流空間づくりのテーマと方針　（長期的な視点も含める）

	【観光交流空間づくりのテーマ】（当該地域全体に共通するテーマ）

・都市人のリフレッシュエリア

・四季を体感できるまち



	【観光交流空間づくりの方針（戦略）】

全国的にも有名な△△地域の◇◇◇を活用して、仕事の第一線を退いてはいるが活動的なパワーシルバー層が癒しを感じながら長期滞在できるような地域となることを長期的視野に入れつつ、落ち着ける、くつろげる観光交流空間の形成の目指す。

　そのため、･･････、･･････や･･････等の現状を踏まえ、･････も活用して、△△地域の自然、景観、･･････等を･･････、･･････の観点から魅力あるものにしていく。･･････（以下続いて必要事項を記載）

（例えばこのように、どのような観光交流空間を目指すのかを詳細に記載下さい。）

	（エ）観光交流空間づくりを達成するための課題

	【旅行者の視点】

・最寄のＪＲ△駅から▲町間の公共交通網の利便性が悪い
・▲町観光案内所で薦められた●寺に行こうとしたところ、案内板がなく迷ってしまう
・見るだけの観光資源ばかりで、地域の暮らしぶりや伝統産業の体験、地元住民と交流することができない

	【地域づくりの視点】

・良好な水環境を有する△△川では、水辺レクリエーションへの活用が期待されるが、親水型の水辺整備が行われていない
・○○市には伝統的文化○○が残っており、観光資源としてのポテンシャルは高いものの、産業育成や観光産業との連携が十分に進んでおらず、雇用機会の創出にもつながっていない
・○○町の○○地区に残る○○などの良好な景観が地区内の開発等により失われつつあり、地域景観の保全と地域の魅力づくりを進める必要がある



【様式１-４】
	①観光戦略（つづき）

	（オ）アウトカム目標〔効果の客観的な目標〕および目標年次

	【アウトカム目標】

・アジアからの外国人旅行者○○人を1.3倍に

・２泊客○○人を1.5倍に

	【当面の目標年次】（概ね５年後の具体的な年次を記入する）

・平成○○年



	（カ）ＰＩの方法および結果とその観光戦略への反映状況　（必要に応じて実施）

	【ＰＩの方法】

・計画書をインターネットで公開し、記名で意見を収集した。

（「主要地域団体へ送付し、各団体の定例会議などで検討を行った」「実施せず」など）

	■ＰＩによる地域住民の意見
	■計画への反映状況

	・観光関係者だけでなく、地域全体の取り組みにしてほしい。
	・観光は連携産業であること、地域を活性化するために欠かせない視点であることから、地域住民の意見である地域全体の取り組みとすること及び暮らしよいまちづくりと訪れてよいまちづくりは両立すべきであることとの趣旨を観光交流空間づくりの方針（戦略）に記述した。

	・観光資源の発見、開発には、地元住民だけでなく、外の目を活かしてもらいたい。
	・地元住民、地域の出身者、地域のファンなど様々なタイプの人達の視点を活かせる協議会とした。



	・自然を観光資源として活用すべきである。
	・観光交流空間づくりの方針に盛り込んだ。

	
	


【様式１-５】

	②事業プラン（観光戦略の実現のために必要な事業や施策）

	（ア）観光交流空間づくりを達成するための課題に対応するための事業

　　　　〔①観光戦略（エ）で挙げた各課題に対応する事業を下欄の構成で整理する〕

	(a)

①観光戦略（エ）で挙げた課題

	(c)

課題に対応する事業

欄が不足の場合には本用紙を複製して追加する



	
	

	最寄のＪＲ△駅から▲町間の公共交通網の利便性が悪い
	b-①　 ○○制度


	
	ⅳ-⑤　○○事業


	▲町観光案内所で薦められた●寺に行こうとしたところ、案内板がなく迷ってしまう
	a-① 　△△事業


	
	ⅲ-②  □□事業


	見るだけの観光資源ばかりで、地域の暮らしぶりや伝統産業の体験、地元住民と交流することができない
	ⅱ-② 


	
	a-③ 　

	良好な水環境を有する△△川の親水型水辺整備が行われていない
	・・・・



	
	・・・・



	伝統的文化○○と産業育成や観光産業との連携が十分に進んでおらず、雇用機会の創出にもつながっていない
	　・・・



	良好な景観が地区内の開発等により失われつつあり、地域景観の保全と地域の魅力づくりを進める必要がある
	


【様式１-６】

	②事業プラン（観光戦略の実現のために必要な事業や施策）

	（イ）個別事業の内容

	（ⅰ）核となるソフト事業　〔ＮＰＯ等の民間団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕

	（ⅰ-ａ）ＮＰＯ等の地域団体等が行うソフト事業

	事業名
	■事業の概要と観光戦略との関係
	■事業実施期間

	■実施主体・実施体制


	a-①


	
	
	

	a-②


	
	
	

	a-③


	
	
	

	
	
	
	


【様式１-７】

	②事業プラン（つづき）

	（イ）個別事業の内容　（つづき）

	（ⅰ）核となるソフト事業　〔ＮＰＯ等の民間団体等や民間事業者が行う、地域の魅力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント等〕

	（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

	事業名
	■事業の概要と観光戦略との関係
	■事業実施期間

	■実施主体・実施体制


	b-①


	
	
	

	b-②


	
	
	

	b-③


	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


【様式１-８】
	②事業プラン（つづき）

	（イ）個別事業の内容　（つづき）

	（ⅱ）民間ハード事業　〔民間事業者やＮＰＯ等の地域団体等が行う集客施設・宿泊施設等の整備で、観光戦略と一体不可分なもの〕

	事業名
	■事業の概要と観光戦略との関係
	■概算事業費及び事業実施期間
	■実施主体


	ⅱ-①


	
	
	

	ⅱ-②


	
	
	

	
	
	
	


【様式１-９】
	②事業プラン（つづき）

	（イ）個別事業の内容　（つづき）

	（ⅲ）公的関連ソフト事業・施策　〔行政が行う規制・誘導施策等〕

	事業名
	■事業・施策の概要と観光戦略との関係
	■事業・施策実施期間

	■実施主体


	ⅲ-①


	
	
	

	ⅲ-②
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


【様式１-１０】
	②事業プラン（つづき）

	（イ）個別事業の内容　（つづき）

	（ⅳ）公的関連ハード事業　〔基盤整備等に係わる国土交通省所管事業あるいは地方単独事業等。既存事業の継続も含む。〕

	事業名
	■事業の概要と観光戦略との関係
	■概算総事業費及び事業実施期間
	■実施主体

	ⅳ-①
	
	
	

	ⅳ-②
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


【様式１-１１】
	②事業プラン（つづき）

	（ウ）ＰＩの方法および結果とその事業プランへの反映状況　（必要に応じて実施）

	【ＰＩの方法】

・計画書をインターネットで公開し、記名で意見を収集した。

（「主要地域団体へ送付し、各団体の定例会議などで検討を行った」「実施せず」など）



	■ＰＩによる地域住民の意見
	■計画への反映状況

	・まちづくりのためには美化活動も必要ではないか。
	・住民によるゴミ拾い活動を盛り込んだ。

	・障害者により配慮すべきではないか。
	・公園事業の中に周辺と一体となったバリアフリー計画を盛り込んだ。

	・地域の文化財保護に不安がある。
	・地域の文化財は、来訪者の目当てとなる資源であると同時に、地域固有の文化の貴重な財産であるため、保全がまずあり、そのあとで活用策があることから、特に計画の記載は変更しなかった。

	③事業実施主体等との協議結果

	■協議対象事業プラン
	■協議結果、その他特記すべき事項

	・○○○事業

　　　　　　　　（協議先　○○県）
	・事業内容、事業実施スケジュール等について協議を行い、事業プランに記載した内容で事業を実施する旨、了解を得た。

	・○○○○事業

（協議先　○○地方整備局）


	・・・

	（以下、協議が必要な事業について列記）
	

	■観光戦略

	　（注：事業実施主体等と観光戦略に関する協議において、特記すべき内容があれば簡潔に記載してください。）



【様式１-１２】

（３）モデル事業実施に当たっての推進体制

	〔①の例〕関係市町村、旅行事業者・交通事業者等の観光関係事業者、ＮＰＯ等の関係団体の代表、地元関係者、基本構想対象事業等の事業実施主体、都道府県・国等

	①推進体制の構成員
	②役割分担

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	③調整方法等〔各構成員間での連携・調整の仕組み〕



	④住民参加の方法等〔地域住民の理解、協力及び参画を得るための具体的な枠組み〕




【様式１-１３】
（４）ＣＳ調査用プレゼン資料 

〔国土交通省のホームページ等により計画を国民に公表し、意見等を募るために「観光交流空間づくり」のテーマと方針およびアピールポイントを簡潔にまとめる〕

	■観光交流空間づくりのテーマと方針

	【観光交流空間づくりのテーマ】（当該地域全体に共通するテーマ）

・都市人のリフレッシュエリア

・四季を体感できるまち

（ (2)①(ウ) を記載）

	【観光交流空間づくりの方針、方針課題とその解決の方向性】

貴地域が、具体的にどのような問題意識からどのような方針で観光交流空間づくりを進めるか、(2)①（ウ）や（エ）の内容を踏まえて分かりやすく記述してください。



	■計画のアピールポイント

	本事業による貴地域のアピールポイントを自由に記入してください。



【様式１-１４】
●図・写真等
	　（どのような魅力ある観光交流空間づくりを進めていくか、自由にアピールしてください）

<記載例>　　　









国道○○号線





対象地域





至○○





至○○





至○○

















（必要に応じて現在の街並みの状況の写真、完成イメージ等を添付）





（必要に応じて、自然ガイドが紹介する自然の写真等を添付）





（必要に応じて現在の水辺の状況、完成イメージ等を添付）








○○川の良好な水環境を生かして観光客も一緒に○○などの水辺のリクリエーションを楽しめるようにしていきます。








○○地区に残る町屋、武家屋敷などを保全し、歴史と伝統芸能に触れあえる地域づくりを進めます。





自然ガイドを育成し、訪れて頂いた方に○○地域の自然を興味深く、分かりやすく見て回っていただけるようにします。








◇◇（場所）で、△△町名産の○○を使った新たなイベントを、開催するなど、観光客と地元住民が一緒に楽しめるようにします。





（必要に応じて、イベントのイメージ図等を添付）





国道○○号線





至○○





至○○





○○市





至○○





対象地域
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